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２００７年度JTU デュアスロン強化指定選手制度 
 
①認定期間(共通)：２００７（H１９）年４月１日～２００８（H２０）年３月３１日 
②評価基準 
＜対象基準＞凡例：「M５％、F８％」は「１位タイムから男子＋５％、女子＋８％以内」 
 
［１］強化指定Ｓ選手 
＜評価対象大会と基準＞ 
１）ＩＴＵ世界選手権（２００６年）＜１～８位＞ 
２）ＩＴＵ世界選手権（２００７年）＜１～８位でM５％、F８％＞ 
３）ＩＴＵワールドカップ大会（２００６／０７年） 

＜スタート人数が、４０人以上で１～６位、３０－３９名で１～５位、２０－２９人以下で１～４位、 
１９人以下で１～３位で、M３％、F５％＞ 

４）ＩＴＵ世界選手権（２００７年）Ｕ２３カテゴリー優勝選手 
 
［２］強化指定Ａ選手 
＜評価対象大会と基準＞ 
１）ＩＴＵ世界選手権（２００６年）＜９～１２位＞ 
２）ＩＴＵ世界選手権（２００７年）＜９～１２位でM５％、F８％＞ 
３）ＩＴＵワールドカップ大会（２００６／０７年）＜スタート人数が、４０人以上で７～１０位、 

スタート人数が３０－３９で６～９位以内、２０－２９人以下で５～８位、１９人以下で４～６位で 
M３％、F５％＞ 

４）ASTAアジア選手権（２００７年）優勝選手 
５）日本選手権（カーフマンチャンピオンシップ２００５／０６）優勝選手 
６）ＩＴＵ世界選手権（２００７年）＜Ｕ２３カテゴリー２～３位でM５％、F８％＞ 

 
［３］強化指定Ｂ選手 
＜評価対象大会と基準＞ 
１）ＩＴＵ世界選手権（２００６／０７年）＜M５％、F８％＞ 
２）ＩＴＵワールドカップ大会（２００６／０７年）＜M３％、F５％＞ 
３）ＡＳＴＣアジア選手権（２００７年）＜２～３位でM５％、F８％＞ 
４）日本選手権（カーフマンチャンピオンシップ２００５／０６）＜２～３位でM５％、F８％＞ 
５）ＩＴＵ世界選手権（２００７年）＜Ｕ２３カテゴリー６位以内で８％、F１０％＞ 
６）カーフマン２００５／０６シリーズ＜１位＞ 

 
［４］強化指定Ｃ選手 
１）ＩＴＵ世界選手権（２００６／０７年）＜M８％、F１０％＞ 
２）ＩＴＵワールドカップ大会（２００６／０７年）＜M５％、F８％＞ 
３）ＡＳＴＣアジア選手権（２００７年）＜６位以内でM５％、 F８％＞ 
４）日本選手権（カーフマンチャンピオンシップ２００５／０６）＜２～６位でM５％、F８％＞ 
５）ＩＴＵ世界選手権（２００７年）＜Ｕ２３カテゴリー１０位以内でM１０％、F１２％＞ 
６）カーフマン２００５各ステージ 

＜２～１０位でM５％、F８％で、２００６年ＪＴＵ認定記録会ラン１～４級＞ 



 
７）カーフマン２００６各ステージ 

＜２～１０位でM５％、F８％、かつ２００７年JTU認定記録会及び日本陸連公認大会(２００６年度) 
ラン１～４級＞ 

 
③承認手順： 
強化本部が「評価基準」により選考を行う。その後、理事会の承認を得て認定する。評価にあたっては、 

 レース展開場の諸条件や抗議、上訴などの結果を考慮する場合がある。 
 
④指定選手の昇格・降格： 
１年ごとに見直す。各対象大会で資格を習得・昇格した場合は、資格認定の以前であっても該当資格を 
適用する。 

 
⑤資格等の授与＜対象：JTU登録選手＞ 
・出場を希望するすべてのＩＴＵワールドカップへの出場資格［S、A、B、Cの順に優先順位あり］ 
・大会主催者招待の優先出場資格［S、A、B、Cの順に優先順位あり］ ＝以上＝ 


